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概　要

近年，国内外において，農業生態系を活用した永続的な食糧生産の必要性から，有機農業

の普及拡大が望まれている。本研究では，有機農業生産者の熟達プロセスを解析すること

により，今後の有機農業の生産者人材育成に資する知見を得ることを目的とした。まず，

日本の有力な有機農業団体から推薦された熟達生産者の中から 3名を選抜し，現在に至る

過程を聞き取る面接調査を 1名あたり 3回ずつ実施しながら，TEM図を描いて経路を解

析した。その結果，「家業を継いで就農する」，「自然観や人間観などスピリチュアルな面が

変容するような自己学習や講習の受講を経て，思想性のある有機農業を実践する」，「消費

者から疾病改善の声が届き，自分なりの有機農業の達成感を得る」および「子どもが後継

者となり，次世代へ有機農業を継承する」という 4 つの共通経験が見出された。次いで，

それら共通経験の核となる 4つの必須通過点（結果的）を，前述の団体に所属する有機農

業生産者がどの程度経験しているかについて，郵送による質問紙調査を実施した。その結

果，562名から寄せられた有効回答から，自身の子どもが有機農業を継ぐ意思を示してい

る生産者は 25.4 ％しかいないことがわかった。喜びの無い農業に後継者は付かないとい

う旨の面接調査対象者の発話を手掛かりに考察したところ，マズローの基本的欲求に注目

した生産者の人材育成が重要であることが示唆された。

キーワード：有機農業，生産者，熟達プロセス，複線経路等至性モデリング

連絡先：中川 祥治（E-mail: showzy@izu.biz）

23



Japanese Journal of TEA for Qualitative Inquiry, 2025, Vol. 3, No. 1

pp. 23–40

Examples of Mastery Processes among Organic Farmers:

Trajectory Equifinality Modeling Analysis

Published: October 28, 2025
［Accepted: March 14, 2025］

NAKAGAWA Shoji（Graduate School of Arts and Science, The Open University of Japan/

　 Research Department, Institute for Agriculture, Medicine, and The Environment）

Abstract

This study analyzed the process of mastery among organic farmers. First, three inter-

views were conducted with proficient farmers, and their mastery was analyzed using

trajectory equifinality modeling. Consequently, four common experiences emerged:

“taking over the family farming business,” “engaging in self-learning and training

courses that transform spiritual aspects such as views on nature and humanity, and

practicing ideological organic agriculture,” “receiving feedback from their consumers

about disease improvement and gaining a sense of achievement in their own organic

agriculture,” and “one’s child becomes a successor and passes on organic farming to

the next generation.” Next, a mailed questionnaire survey assessed how widely or-

ganic farmers experienced the four key passage points of these common experiences.

The results showed that only 25.4% of producers reported their children’s willingness

to take over organic farming. Finally, these findings were analyzed using Maslow’s

hierarchy of needs.

Keywords: organic farming, producer, mastery process,

trajectory equifinality modeling (TEM)
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問題と目的

本研究は，近年普及拡大が望まれている有機農業の生

産者（農家）の熟達プロセスについて，国内の代表的な有

機農業団体のひとつを対象とした 2つの調査から検討し

たものである。まず本節では，本研究の内容を理解する

にあたり必要と思われる複数の事項について説明する。

1　有機農業の定義

有機農業の定義は国内外の様々な機関や団体で提案さ

れているが，ここでは国際的なものと国内のものの代表

格をひとつずつ挙げる。まず，国際的には，国連食糧農

業機関（FAO）および世界保健機関（WHO）が合同で

設置した政府間組織であるコーデックス委員会が 1999

年に定めたものがある。そこでは，「生物の多様性，生物

的循環及び土壌の生物活性等，農業生態系の健全性を促

進し強化する全体的な生産管理システム」とされている

（Codex Alimentarius Commission, 1999）。これは，化

学肥料や化学合成農薬を用いないという有機農業の基本

要件を満たした上での話である。一方，国内では，2006

年に策定された有機農業推進法において，「化学的に合

成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組

換え技術を利用しないことを基本として，農業生産に由

来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方

法を用いて行われる農業」と定められている（農林水産

省，2006）。これらの定義から，概して有機農業とは，単

に化学肥料や化学合成農薬を使わないということに加え

て，農業生態系の保全を伴うものであると理解できる。

2　世界の有機農業の拡大

昨今，世界の有機農業は着実に拡大傾向にある（Ko-

morowska, 2015）。例えば，世界の有機農業耕地面積は

2013年の 4,330万 haから 2023年の 9,890万 haへ 10

年間で 2.3倍に増えており，2023年の時点における全農

業面積対有機農業面積比率は 2.1%である。国別に見る

と，2023年の時点において当該面積が最も多いのはオー

ストラリア（5,300 万 ha）であり，次いでインド（450

万 ha）およびアルゼンチン（400万 ha）と続き，オース

トラリアが世界の約半分の面積を占めている。また，当

該比率が最も高いのはリヒテンシュタイン（44.6%）で

あり，次いでオーストリア（27.3%）およびウルグアイ

（25.4%）と続くが，これら 3 国はいずれも小国である

ことが特徴である（Willer & Lernoud, 2015; Willer et

al., 2025）。

このような有機農業の拡大を促すものとして，2015年

の国連サミットにおいて採択された「持続可能な開発目

標」（以下，SDGs）が挙げられる。SDGsとは 2030年ま

でに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のことで

あり，17 のゴールとそれらゴールに紐づく 169 のター

ゲットから構成されている（United Nations, 2015）。そ

れらの中には，持続可能な食料生産システムの確保，生

態系と生物多様性の維持，土壌の質の改善および化学物

質の環境中への放出削減という文言が含まれているが，

これらは有機農業の実施により促進されるものである。

3　日本の有機農業の現状と課題

日本の有機農業耕地面積は 2013年の 2.04万 haから

2023年の 3.45万 haへ 10年間で 1.7倍に増えているも

のの，2023年の時点における全農業面積対有機農業面積

比率は 0.8% と極めて低い（農林水産省，2025）。2050

年までに同比率を 25% まで高めるという国の目標であ

る『みどりの食料システム戦略』（農林水産省，2022）を

達成するには，相当な努力が必要であろう。

日本で有機農業の普及が遅れている理由として，西尾

（2019）は次の 3つを挙げている。一つ目は，経済発展の

停滞で所得が減少し，価格が割高な有機農産品に対する

需要が伸びないということである。二つ目は，有機農業

の意義を一般に理解させる努力が不足しているというこ

とである。三つ目は，自立した有機農業の生産者を育成

する支援が十分なされていないということである。本研

究ではこれらのうち三つ目の理由に注目し，「有機農業

の生産者はどのようなプロセスを経て熟達化するのか」

というリサーチクエスチョンを立てた。

4　有機農業の熟達に関連する先行研究

ところで，農林水産業など刻々と変化する自然を相手

とした職業の熟達化に関する学術的な知見はほとんど蓄

積されていない。本研究に関連が深い農業については，

宇根（2000）および佐藤（2001；2018）の論説および論

考がある。宇根は，農業が生み出す「生物多様性」と「多
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面的機能」という概念を農作業の中に組み込むために，

実感や経験に依拠する技術を豊かにし，農業が生み出す

自然環境を表現および評価していく思想の回路が必要で

あることを論じている。また，佐藤は，農業生産におけ

る「科学」，「技術」および「技能」の位置づけを行った

上で，客観的法則性に依拠する「技術」と主観的法則性

と暗黙知に依拠する「技能」の両者がどのように「自然」

に対処していくのかを論じ，さらに「暗黙知」の観点か

ら「情愛」や「無意識」がどのように農業に作用してい

るのかを整理している。これらは有機農業にとっても有

益な議論であるが，調査を伴った本研究とは性質や得ら

れる知見が異なる。

5　本研究の目的

本研究の目的は，有機農業生産者の熟達プロセスを

解析することにより，今後の有機農業の人材育成に資す

る知見を得るということである。なお，本研究における

「熟達」とは，当事者自身の能力が向上して高いレベルに

達するとともに後継者を得ることとする。後継者を得る

ことを加えているのは，有機農業は持続性が重視される

ためである。

6　本研究の協力団体

本研究は，一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団

（以下，文化事業団）の協力の下に実施した。文化事業団

は自然農法を提唱した岡田茂吉が教祖である宗教法人世

界救世教の被包括団体（東方之光）によって設立された

団体であり，2010年に農林水産省からの要請により日本

全国の有機農業基礎データ作成事業を行った実績がある

など，数ある日本の有機農業団体の中でも社会的信頼は

厚い。文化事業団では，有機農産物の日本農林規格（有

機 JAS）で使用が認められた非化学合成の肥料および農

薬といった資材を使用できる「MOA自然農法」と，植

物質資材のみを使用できる上位の「MOA自然農法プラ

チナ」という 2 つの栽培法区分を設けているが（MOA

自然農法文化事業団，2017），本研究では両者を分けず

に有機農業（農法）とした。なお，本来，岡田茂吉が提

唱した農法は，化学肥料は勿論のこと原則的に有機質肥

料や堆肥も使用しない「無肥料栽培」であったが，戦後

の GHQの方針に従うために，落葉や枯草を材料とした

堆肥や稲わらを肥料という名目で使用することを一時期

認め，さらに名称を「自然農法」や「自然栽培」へと変え

た。よって，岡田茂吉が提唱した農法ということであれ

ば，本来の無肥料栽培でなければならないが，文化事業

団およびその前身団体では，そのような農法実施の困難

さを訴える生産現場の実情に折り合いを付ける形で，段

階的に使用できる資材を増やしてきた。文化事業団の本

部は静岡県伊豆の国市に位置し，北海道，東北，関東，北

陸，中部，関西，中国，四国，九州および沖縄の全国 10

カ所に支所を持つ。支所には全国合わせて 29 名の普及

員が在籍し，全国に 244会ある普及会およびそれら普及

会に所属する全国で 1,102名の生産者（農家）のサポー

トを行っている（2022年 3月現在）。このように，文化

事業団はピラミッド型に構成された組織となっているの

で，研究対象である生産者や普及員への協力を依頼する

上で好都合である。

7　本研究の構成

本研究は次の調査 1および 2から構成されている。

調査 1 は，熟達生産者への面接調査である。ここで

は，普及員から推薦された熟達生産者の中から 4 ± 1名

を選抜し，現在に至る過程を聞き取る面接調査を実施の

上，複線経路等至性モデリング（Trajectory Equifinality

Modeling: TEM）（サトウ，2009；安田・サトウ，2012；

安田・サトウ，2017）を用いて熟達プロセスの解析を

行った。特に調査対象者間の共通経験に注目した。

調査 2 は，多数の生産者への質問紙調査である。こ

こでは，文化事業団に登録された生産者全員を対象に質

問紙調査を行い，調査 1 で見出された複数の共通経験

を，その他多くの生産者がどの程度経験しているのかに

ついて単純集計で検討した。さらに，それら通過点間の

因果関係の有無を確認するためアソシエーション分析を

行った。

さらに，それらに続く総合考察の中では，調査で得ら

れた熟達生産者のプロセスをマズローの欲求階層モデル

に当てはめる試みを行った。当該モデルについては，一

見して分かりやすく，人間的な諸現象を説明するのに便

利であるため，その図式が独り歩きをし，誤解が形成さ

れているとの批判もある（佐々木，1996）。しかしなが

ら，マズローは「至高経験を伴う超越的な自己実現」を

重要視しており，本研究の過程で浮かび上がった「スピ

リチュアルな面の変容」を当該モデルへ当てはめるのに

適当と思われたため援用することとした。
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8　倫理的配慮

本研究における両調査は放送大学研究倫理委員会から

承認（通知番号 2022-16）を得ている。

調査 1 熟達生産者への面接調査

1　方法

（1）対象者の選定

まず，文化事業団の全国の普及員に依頼し，①かつて

は慣行農業を実践していた，② 10 年以上有機農業の実

施経験がある，③圃場系外からの資材の持ち込みが多く

ない，④一定の収穫量および品質を維持している，⑤出

荷している，という 5つの条件を満たした上で，普及員

が熟達者であると認める生産者を選抜してもらった。次

いで，選抜された生産者に対して，郵送法で 21項目の叡

知スクリーニング尺度（楠見，2018; Glück et al., 2013）

を用いた質問紙調査を行い，高得点者から 5位までを本

調査の候補者とした。5 位までを対象としたのは，4 ±

1 名の対象者を確保するためである。なぜなら，TEM

には次のような 1・4・9の法則という経験則があるから

である。すなわち，1名（事例）を対象とした場合には

社会的および文化的背景とともにある個別性を詳細に捉

えることができ，4 ± 1名（事例）を対象とした場合に

は多様性とともに共通性を捉えることができ，9 ± 2名

（事例）を対処とした場合には経路の類型化が可能にな

る（安田，2023）。候補者には著者から電話で調査依頼

を行い，承諾してくれた人を本調査の対象者とした。叡

知スクリーニング尺度を用いた理由は，ベルリン知恵パ

ラダイムにおいて知恵が自分自身と他者の善に向けた，

人生のプラグマティズムに関する優れた知識（熟達した

知識）であると定義されていること（Brugman, 2006），

バルテスらが「叡知」を「人生に関する根本的，実践的

考慮についての熟達化」と定義していること（Baltes &

Smith, 2008），さらに，エリクソンのライフサイクル論

における老年期で「インテグリティ対絶望」の危機を乗

り越えた後に獲得されるものとして「知恵」が設定され

ていること（向田，2017）を考慮したためである。

（2）面接者

面接調査を実施した著者は有機農業の教育および研究

を主たる事業とする公益財団法人に勤務する 50 代後半

の男性であり，大学の農学部およびその上の大学院修士

課程を卒業および修了した後，全国の有機農業生産現場

を回る業務や特定の産地に数年にわたり入り込んで問題

解決にあたる業務を経験している。それらの業務におい

て，多くの有機農業生産者と対話する機会を得ており，

農業の専門用語にも精通している。さらに，20年以上の

農作業経験もある。よって，本調査の面接者として適当

な人物と考えられる。

（3）調査手続き

2022年 10月下旬までに 4 ± 1名の対象者を決定し，

2022年 12月～ 2023年 2月にかけて各対象者に半構造

化面接を実施した。この時期に面接を設定したのは，農

閑期に当たるためである。面接は当人の自宅に著者が出

向いて 1 回 1 時間前後行った。面接における発話は IC

レコーダーで記録した。面接は 1名の対象者につき約 1

か月間隔で 3 回行った。インタビューガイドは 1 回目

のみ使用した。2および 3回目は，次の質問内容の項で

説明するように，それぞれ前の回で作成あるいは修正し

た TEM図を面接者および非面接者の両者で見ながら経

路の修正および補足を行うことを主としたため，インタ

ビューガイドは使用しなかった。謝礼としてひとりあた

り 3,000円のプリペイドカード（QUOカード）を 1回

目の面接時に渡した。

（4）質問内容

1回目の面接では，高校を卒業してから慣行農業の実

施を経て調査時に至るまでの間について，有機農業の熟

達に関連するエピソードを時系列で語ってもらった。次

いで，それぞれのエピソードにおける気づき，判断，行

動の変化，そして関係する社会的背景などについて聞き

取った。2 回目の面接では，1 回目の聞き取り内容を解

析して作成した図面（TEM 図）について確認および修

正点を指摘してもらうと共に，新たに出現した疑問に回

答してもらった。3回目の面接では，完成した図面の最

終的な確認を求めると共に，再度新たに出現した疑問に

回答してもらった。
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（5）分析

本研究では，人々の体験（人々にとっての現実）を，

その主体と無関係に事実として存在するものでなく，社

会的文脈や他者との相互行為を通して主観的に解釈され

内在される多元的なものと捉え，構成主義パラダイムに

依拠して次のように分析を進めた。IC レコーダーの音

声を書き起こし作成したトランスクリプトを分析対象と

し，まず，質的統合法（山浦，2012）を参考にして意味の

単位ごとに切片化した。次いで，類似または同一の意味

を表す切片をグループ化した後ラベルを付け，時系列に

並べた。以上の切片の操作はKJ法（川喜田，1986）用の

フリーソフトウェアである IdeaFragment2（Ver. 2.46）

上で行った。最後に，これらの時系列化した切片および

ラベルを用いて TEM図を作成した。TEM図では有機

農業の熟達者になることを等至点（Equifinality Point:

EFP），ならないことを両極化した等至点（Polarized

Equifinality Point: P-EFP）に設定し，等至点に至る実

際の径路と両極化した等至点に至る想像上の径路を描画

した。なお，TEM図に用いられる必須通過点には 3種

類あるが，本研究における必須通過点は，「結果的に多く

の人が行う行為や経験」と定義される結果的必須通過点

である（サトウ，2017）。

2　結果および考察

（1）選定された対象者

全国の普及員から推薦された熟達者は 34名（男性 30

名，女性 4名，平均年齢±標準偏差 70.1 ± 11.1歳，最

低年齢 41歳，最高年齢 90歳）であった。それらに対し，

叡知スクリーニング尺度への回答を依頼したところ，15

名から回答があったが，そのうち 4名が前述した①～⑤

の条件に合わないことが判明したため，11 名が有効と

なった。当該尺度の高得点者 5位までに面接調査への協

力依頼をしたところ，1位，3位および 5位の 3名（以

下，それぞれ A，Bおよび C）が面接可能となった。そ

の 3名の属性と面接日時を表 1に示す。なお，尺度得点

2 位の生産者は強度の難聴のため，4 位の生産者は障が

い者のサポートを兼業としていることによる外部者との

接触制限（COVID-19感染予防）のため，面接対象者に

できなかった。

なお，文化事業団が宗教法人世界救世教の被包括団体

によって設立された団体であることから，面接対象者は

世界救世教の熱心な信者であり，有機農業の実践は特定

の宗教の信仰実践ではないかという疑問が持たれるかも

しれない。しかし，これは概ね当たらない。なぜなら，

A の信仰する宗教は浄土真宗であり，B は世界救世教

の信者であるものの，礼拝など宗教行為の実践頻度は少

なく，Cはかつて世界救世教の信者になった時もあった

が，その後，信者としての活動は休止状態となっている

からである。

（2）生産者Aが熟達者になるまでのプロセス

A は西日本に在住する水稲を栽培品目の主体とした

60 代後半の男性である。有機農業の実施年数は 33 年。

同居して農業に従事している家族は妻，娘および入り婿

であり，娘夫婦が後継者となっている。経営面積は 16ha

で，全面積有機農法である。水田への施用物は自分が所

有する水田から得られた稲わら，米ぬかおよび屑米のみ

である。平年の 10a あたり収穫量は約 240kg と多くは

ないが，米を原料とした菓子や麺を製造しており（一部

外部加工委託），経営的には安定している。毎年，収穫し

た米のうち約 1t を企業に出荷し，約 29t を消費者へ直

接販売している。

Aが熟達者になる過程の TEM図を図 1に示す。Aは

表 1　面接対象者の属性と面接日時

⽇ 時間 ⽇ 時間 ⽇ 時間
（⽉/⽇）（分） （⽉/⽇）（分） （⽉/⽇）（分）

A ⻄⽇本 男性 60代後半 ⽔稲   12/6 80   1/24 64   2/21 45
B 東⽇本 男性 70代前半 ⽔稲   12/1 75   1/18 54   2/13 54
C ⻄⽇本 男性 80代後半 ⽔稲   12/14 90   1/30 50   2/27 82

第3回⾯接第2回⾯接第1回⾯接
2023年2023年2022年主な栽

培作物
対象者 地域 性別 年齢

表1 ⾯接対象者の属性と⾯接⽇時
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Nakagawa: Examples of Mastery Processes among Organic Farmers

図 1　生産者 A（西日本・男性・60代後半）が有機農業（水稲主体）の熟達者になるまでのプロセス

30 

 
1007 

 
1008 

 
1009 

 
1010 

 
1011 

 
1012 

 
1013 

 
1014 

 
1015 

 
1016 

 
1017 

 
1018 

 
1019 

 
1020 

 
1021 

 
1022 

 
1023 

 
1024 

 
1025 

 
1026 

 
1027 

 
1028 

 
1029 

 
1030 

 
1031 

 
1032 

 
1033 

 
1034 

 
1035 

 
1036 

 
1037 

 
1038 

 
1039 

 
1040 

 
1041 

「喜んで、楽しみながら農家やってないと、跡は誰
も付きませんよ。楽しくてしょうがないっていうのは、
自然栽培でないとそうならないですね。」

工
業
高
校
卒
業

家
業
を
継
ぐ

OPP

SG
東京の自然
環境の悪さ

政
木
和
三
な
ど
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

物
の
価
値
お
よ
び
健
康
評
価
法
を
学
ぶ

学
ば
な
い

BFP

長
女
夫
婦
が
後
継
者
に
な
る

OPP

非可逆的時間

劣悪な環境の回避 後継者作り

大
阪
の
建
築
会
社
に
就
職
す
る

東
京
に
配
属
さ
れ
る

SD

建築の仕
事をしたい

家
業
を
継
い
で
い
た
兄
が
出
稼
ぎ
先
で
本
採
用
と
な
る

兄
か
ら
の
家
業
後
継
の
要
請
に
応
え
る

応
え
な
い

BFP 水
田
に
散
布
し
た
農
薬
（
倒
伏
防
止
剤
）
が
残
留
し
て

散
布
し
て
い
な
い
次
年
度
に
も
効
い
て
し
ま
う

減
農
薬
栽
培
に
移
行
す
る

無
農
薬
栽
培
に
移
行
す
る

SG
慣行農法にお
ける農薬多用
への懸念

SD

兄と母親
の反対

水
田
の
雑
草
対
策
に
苦
労
す
る

SG
JAの役員
がグループ
を立ち上げ

SG
JAが事務局

学
校
給
食
へ
有
機
米
を
導
入
す
る

Ｊ
Ａ
水
稲
部
会
の
水
田
を
減
農
薬
化
す
る

SG
JAの水稲部
会長に就任

水
田
灌
漑
水
系
の
環
境
が
改
善
さ
れ
る

農薬に依存しない農業の実践 思想を伴った有機農業の実践

消
費
者
か
ら
疾
病
改
善
の
声
が
届
く

OPP

SG
ジャンボタニシ
を養殖業者が
水路に廃棄

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
雑
草
対
策
に
利
用
す
る

利
用
し
な
い

BFP

時期
区分

熟
達
化

非
熟
達
化

有
機
農
業
の
面
積

拡
大
に
苦
労
す
る

「ジャンボタニシ
さんは神様。」

「これおかしいぞ
と思ってね。」

有
機
農
業
グ
ル
ー
プ
に
入
る

入
ら
な
い

BFP

家
業
を
継
が
ず
農

家
に
な
ら
な
い

自
然
観
や
人
間
観
な
ど
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
な
面
が
変
容
す
る

OPP

消費者の評価

「東京は人が住
む所じゃない。」

情
報
交
流

が
な
い

SG
妻が応援

SG
ジャンボタニシが草食性で
あることを知人から聞く

SG
母親から
聞いていた
仏教思想

熟
達
に
多
大
な

時
間
を
要
す
る

SG
友人の勧め

SD

農家に婿入りし
た父が大工

EFP: 等至点
P-EFP: 両極化した等至点
BFP: 分岐点
OPP: 必須通過点
SD: 社会的方向づけ
SG: 社会的助成
数値：年齢

18

18
18

20 20

20

27

28
35

38
4137

45 46

45-69

50

58

60-
69

63

：選択した経路
：選択しなかった経路
：印象的な発言

自
分
な
り
の
達
成
感
を
得
る

EFP

次
世
代
へ
有
機
農
業
を
継
承
す
る

2nd
EFP

問
題
を
抱

え
や
す
い

特
別
な
達
成
感
は
無
い

P-EFP

次
世
代
へ
有
機
農
業
を
継
承
し
な
い

2nd
P-EFP

図1 生産者A（西日本・男性・60代後半）が有機農業（水稲主体）の熟達者になるまでのプロセス

工業高校を卒業した後，入り婿である父親が大工であっ

たことから建築の仕事に就きたいという希望があったた

め，大阪の建築会社に就職する。大阪で就職した理由は，

高校の修学旅行で東京に行った際に，環境の悪さ（特に

空気）を感じていたためである。本人はこのときの心境

を「東京は人が住むところじゃない。」と述べている。こ

のことから，A は若い頃から環境に敏感であったこと

がわかる。さて，大阪の建築会社に就職できたものの，

希望に反して東京の事業所に配属されてしまう。不満を

持ちながら業務に従事していたところ，家業の農業を継

いでいた兄が農閑期の出稼ぎ先（大手企業）で本採用と

なり，兄から家業の農業を継いでくれないかと要請され

る。東京の自然環境の悪さに嫌気がさしていた Aは，喜

んでその要請に応えて家業を継ぐ。もしこの時家業を継

いでいなければ，後に自分なりの達成感を得て有機農業

の熟達者になることはなかったと推測される。家業を継

いで慣行農法を実践していたが，試験的に水田に散布し

た農薬（倒伏防止剤）が散布しなかった次の年にも効い

てしまうという現象を見て，農薬の残留性に対する不信

感を覚える。この時のことを本人は「これおかしいぞと

思ってね。」と表現している。日頃から慣行農法におけ

る農薬の多用を懸念していたこともあって，減農薬栽培

への移行を決め，さらには無農薬栽培への移行を検討す

る。無農薬栽培への移行については，当時兄と母親から

猛反対されるが，妻の応援があって無農薬栽培を目指す

ことになる。ちょうどその頃，地元 JAの役員が有機農

業グループ（後の文化事業団の普及会）を立ち上げ，JA

が事務局を担ってくれることになった。このことを受け

て有機農業グループに入会する。もしこの時入会してい

なければ，情報交流ができずに問題を抱えやすくなり，

自分なりの特別な達成感を得られず有機農業の熟達者に

なることはなかったと推測される。有機農業グループに

入会して有機農業を始めたものの，当初は水田の雑草対

策に苦労し，機械除草に加え人を雇っての除草作業で何

とか対処するという具合であった。しかし，そこに転機

が訪れる。すなわち，食用に販売する目的で南米原産の

ジャンボタニシを養殖していた地元の業者が事業に失敗

し，養殖したジャンボタニシを生きたまま水路に廃棄す

るという事件が起こる。このジャンボタニシは強度の草

食性であり，水田に侵入すると稲を食害されてしまう危

険性があるため，地元では地域をあげて駆除することと

なる。しかし，知人からジャンボタニシが草食性である

ことを聞いていた A は水田の雑草をジャンボタニシに

食べさせることを思いつき，水深を調節することで稲へ

の食害を最小限にしながら，雑草を駆除することに成功

する。本人に言わせれば「ジャンボタニシさんは神様。」

ということになる。もし，ジャンボタニシを利用するこ

とを思いつかなければ，有機農業の面積拡大に苦労する

ことになったと推測される。なお，この技術は水田が均

平で、かつ細かな水深の調節ができることなど条件があ
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中川：有機農業生産者の熟達プロセス事例

り，どこでも、誰でも行えるものではない。この事例は

入り込んでしまったジャンボタニシを利用したものであ

り，この事例に倣おうとして生息していない地域でジャ

ンボタニシを放飼することは止めるべきである。雑草対

策に一定の目途がついた Aは地元 JAの水稲部会長に就

任する。そして，その立場を活かして学校給食への有機

米の導入や JA水稲部会において減農薬栽培を普及する

ことに取り組む。このように特に農薬に依存しないこと

を強く意識した有機農業を実践してきた Aであったが，

ここでまた大きな転機が訪れる。すなわち，友人の勧め

で政木和三（政木，1996）を中心としたスピリチュアル

な物の価値および健康評価法を学ぶこととなる。その核

心となるのが、政木が考案した未知の生命体エネルギー

を測定するとされるフーチ（ダウジング）である。その

フーチでは振り子を対象物の上にかざして、その揺れ方

を観察するが，Aはそれを数値化して，自分の作った農

産物の数値が徐々に上がっていくことを，有機農業を継

続する拠り所のひとつとした。Aは政木について「僕は

この人の本はいっぱい読んだんだけど，ネットで政木和

三講演録といえばよく出てきますもんね。で，もう亡く

なっていらっしゃるけど，講演録はちゃんと残ってる。

これを僕はね，5～ 6本見たな。とんでもない方です。」

と語った上で，「僕の場合は。数値が出てきて，それでみ

んな見るんですよ。それで見ると食べ物がどういったも

のなのか，その人自身がどういった健康体でどこが悪い

のかってやつが皆わかっちゃう。」と，自分の手法の特徴

を説明してくれた。スピリチュアリズムを抵抗なく受け

入れることができた要因としては，幼いころに母親から

聞いていた仏教思想の影響が挙げられる。ここでスピリ

チュアリズムを学ぶことがなくても，自分なりの達成感

を得られたかもしれないが，多大な時間を要したことが

推測される。自然観や人間観などスピリチュアルな面の

変容を経験した Aは，次いで，自分の水田の灌漑水が流

れ込む海域の環境が改善され，海藻が再生していること

を観察する。さらに，産直で米を販売していた顧客から

米の摂取で疾病が改善したという声が届くようになる。

Aはこの時点で自分なりの達成感を得ることになる。そ

して，このような A の長年の取り組みを見ていた長女

夫婦が有機農業の後継者になることを決心する。すなわ

ち，次世代へ有機農業を継承できたことになる。本人は

継承ができたことについて，「喜んで，楽しみながら農家

やってないと，跡は誰も付きませんよ。楽しくてしょう

がないっていうのは，自然栽培でないとそうならないで

すね。」と述べている。

Aの径路を時期区分で見ると，家業を継ぐまでの「劣

悪な環境の回避」，JA水稲部会の減農薬化をするまでの

「農薬に依存しない農業の実践」，スピリチュアルな面が

変容し，水田灌漑水系の環境が改善されるまでの「思想

を伴った有機農業の実践」，消費者から疾病改善の声が

届くまでの「消費者の評価」，後継者ができる「後継者作

り」の 5期に分けることができた。

（3）生産者 Bが熟達者になるまでのプロセス

B は東日本に在住する水稲を栽培品目の主体とした

70 代前半の男性である。有機農業の実施年数は 29 年。

同居かつ農業に従事している家族は妻，息子および嫁

（軽作業のみ）であり，息子夫婦が後継者となっている。

農作業には別途人を雇用している。経営面積は 25haで，

有機農法と限定的に農薬を使用する特別栽培（有機農法

ではない）からなる。水田への施用物はグアノ（コウモ

リの糞を主体とした堆積物），魚粕発酵物，菜種油粕お

よび稲わらである。平年の 10aあたり収穫量は約 420kg

を上回らないように（取り過ぎないように）調整してい

る。毎年，収穫した米は 9割を有機農産物流通会社に出

荷し，1割を消費者へ直接販売しており，経営的には安

定している。

Bが熟達者になる過程の TEM図を図 2に示す。Bは

農業高校を卒業した後，家業である農業を継ぐ。Bは次

男であったが，長男が幼少期に他界したため，跡取りと

なった。農業は慣行であったが，いとこが地元の有機農

業グループ（後の文化事業団の普及会）に入っており，

誘われたため入会した。もし，入会していなかったら，

有機農業を実践することもなかったので，有機農業で自

分なりの特別な達成感を得ることはなかったと推測さ

れる。有機農業グループに入会すると，当該グループと

関係のある有機農産物流通会社から，有機農法で麦を栽

培し，出荷することを依頼される。麦は栽培上雑草への

対策が比較的容易であったため，その依頼を受ける。こ

の頃は，ただ依頼されたから有機農業をやっていただけ

で，本人は「そんなに深い気持ちはなかったわけ。」と

表現している。その後，1993 年に記録的な大冷害が到

来し，日本では米不足となる。この年，Bとその仲間は

高値での売却を狙って慣行農法の米を備蓄していた。そ

の米を，前出の有機農産物流通会社が次年度から有機農

法で米を栽培することを条件に買い取ってもよいと打診

してきた。Bは，特別に高い買い取り価格ではなかった

ものの，有機農産物流通会社との良い関係を作り，後々

有利な取引ができることを見越して，その打診に応じる

こととする。もし，この時打診に応じず，慣行栽培米を
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Nakagawa: Examples of Mastery Processes among Organic Farmers

図 2　生産者 B（東日本・男性・70代前半）が有機農業（水稲主体）の熟達者になるまでのプロセス
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図2 生産者B（東日本・男性・70代前半）が有機農業（水稲主体）の熟達者になるまでのプロセス

「そこの環境
を読まねば
駄目。」

売らなければ，有機農法で米を栽培することがなく，自

分なりの特別な達成感を得ることもなかったと推測され

る。次年度から有機農法で米を栽培することとなったも

のの，米の場合は雑草対策が大変であることを聞いてい

た。そのため，紙マルチによる除草技術を導入すること

とし，それに必要な田植え機を購入する。なお，購入を

決めた背景には補助金が得られることがあった。Bはこ

のような雑草対策の他，病気予防と倒伏予防のために有

機質肥料の施肥量を抑制し，病気予防のために株の間隔

を空けて通気性を確保するという対策を行う。そのよう

にして有機農法での米の栽培を開始したところ，入会し

ていた有機農業グループと関係がある宗教団体（世界救

世教）の布教師から，入信希望者向けの教修（世界救世

教，1994）を受ける機会を得る。布教師がこのような教

修を行ったのは，岡田茂吉の思想や哲学に沿った農業を

実践してもらいたいという願いがあったからと推察され

る。Bと仲間は教修本に漢字が多いことに若干の抵抗を

感じたが，自分たちのためになるのではないかと思い，3

年間にわたる教修を受ける。Bはこの教修に対し，非常

に肯定的な感想を持っており，「ものすごく自分には助

かった。いろんな人生とかあらゆる面で。」と述べてい

る。もし，この教修を受けていなければ，Bの有機農業

への認識が変わることなく，有機農産物流通会社からの

依頼で行う受け身的な有機農業が続いたかもしれない。

こうなると，有機農業に重みがなくなり，Bが自分なり

の特別な達成感を得ることはなかったであろうと推測さ

れる。さらに教修については，「教修要綱つう本を 3 年

間やったわけ。あの美だとかいろんなあれを。ほんでそ

れで始まって，いろんな勉強して。俺だけじゃないよう

ちら支部の人ら。それでだいぶ変わったわけよ。」と，自

分と仲間の心に変容があったことを語っている。教修を

受けて自然観や人間観などスピリチュアルな面が変容し

た Bは，自分の地域に合った土壌管理を意識するように

なる。地域に合った管理をするためには，その土地の環

境を熟知することが重要であるが，そのことについて B

は「そこの環境を読まねば駄目。」という言い方をしてい

る。そして，米の全国食味コンクールで最優秀賞を受賞

する。そのような出来事に合わせて，化学物質過敏症で

一般の米が食べられないという消費者を紹介される。そ

して，この消費者との出会いをきっかけに，新規の直接

販売の消費者には，まず順番に水田ごとに米を試食して

もらい，自分の体に合う水田の米を買ってもらうという

スタイルが定着する。その姿勢は，本人の「俺，売るっ

つうことしないから。」という言葉で表されている。これ

はすなわち，もうけを狙って相手に米を売りつけるとい

うことではなくて，あくまで相手が納得した上でその求

めに応じて米を分けることと解釈できる。そうしたとこ

ろ，消費者から疾病改善の声が届くようになる。Bはこ

の時点で自分なりの達成感を得ることになる。最後に，

このような B の長年の取り組みを見ていた長男夫婦が
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中川：有機農業生産者の熟達プロセス事例

有機農業の後継者になることを決心する。すなわち，次

世代へ有機農業を継承できたことになる。

Bの径路を時期区分で見ると，家業を継ぐまでの「準

備」，株の間隔を空けて通気性を確保するまでの「依頼に

よる有機農業の実践」，米の食味コンクールで最優秀賞

を受賞するまでの「思想を伴った有機農業の実践」，消費

者から疾病改善の声が届くまでの「消費者の評価」，後継

者ができる「後継者作り」の 5期に分けることができた。

（4）生産者 Cが熟達者になるまでのプロセス

C は西日本に在住する水稲を栽培品目の主体とした

80 代後半の男性である。有機農法の実施年数は 36 年。

同居している家族は娘のみであるが，近隣に住んでいる

息子および嫁も一緒に農業に従事しており，全員が後継

者となっている。経営面積は 17ha で，有機農法と限定

的に農薬を使用する特別栽培（有機農法ではない）から

なる。水田への施用物は魚粕発酵物，うずら糞主体の発

酵物，稲わらおよび米ぬかである。平年の 10a あたり

収穫量は約 300kg と多くはないが，収穫した米を原料

とした味噌を製造しており，経営的には安定している。

収穫した米および加工品は全量を消費者へ直接販売して

いる。

Cが熟達者になる過程の TEM図を図 3に示す。Cは

農業高校を卒業した後，県立農業試験場で研修を受け，

母校の教員を経て地元の町役場の職員となり，町内の農

家に農業技術の指導をするようになる。そして，これら

の経歴を経て家業の農業を継ぐ。もともと C は長男で

あり，農業高校卒業時から慣習として家業を継ぐという

意識を持っていたことから，経歴は自営農のための経験

と位置付けることができる。家業を継いでからタバコ栽

培，酪農を経て，最終的に米作りに専念することになる

が，これらの変遷は社会の需要の変化に合わせた結果で

あった。米作りでは株の間に十分な間隙を確保して風通

し良くする栽培で虫害予防に努めた。その結果，栽植密

度が低下することになり，虫害の可能性は低下するもの

の，収穫量が減少する可能性が出てくる。そのことにつ

いて，本人は「無理をしてまでたくさん取ろうというあ

れがなかったですからね。」と述懐しており，無理のな

い栽培を優先していたことが伺える。その後，比較的性

能の良い農業機械を持っていたことから，他の農家の水

田作業の受託をして収入を得ている。そのような中，肝

臓疾患を患い半年間休養をすることになる。この休養

の間，元看護師であった妻の勧めもあり，食と健康に関

する勉強をするようになるが，この話を聞いた出入りの

職人（建具屋）の妻から食と健康に関する講習を仲間と

共に受けることになる。なお，この職人の妻は世界救世

教の熱心な信者であったらしい。世界救世教では，食品

添加物や農薬など化学物質への依存を問題視しており，

熱心な信者が講師になって講習会をすることがあった。

図 3　生産者 C（西日本・男性・80代後半）が有機農業（水稲主体）の熟達者になるまでのプロセス
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図3 生産者C（西日本・男性・80代後半）が有機農業（水稲主体）の熟達者になるまでのプロセス
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すなわち，宗教団体の活動が背景にある。講習が終わる

と，受講者の中から，作る方，すなわち農法の講習も受

けたいという要望が出る。そこで，職人の妻は世界救世

教と関係のある有機農業団体（後の文化事業団）の普及

員を紹介する。結果的に，この普及員は宗教団体の教祖

でもある岡田茂吉が創始した自然農法の講習を C とそ

の仲間に対して行うことになる。講習の内容は技術的な

ことよりも，岡田茂吉が説いた思想や哲学が主体であっ

たが（世界救世教，1994），C は「素晴らしい先生。い

い勉強させてもらいまして。」と述べているように，講師

や講習の内容を高く評価している。Cは当時を振り返っ

て，「あの当時は畑でこんなものをこうして作りますい

う技術でなしに，いわゆる自然の状態をですね，観察し

ながら，それをヒントにして農の方に取り組んでいくと

いう，すごく変わった指導をしてもらいまして。ですか

ら，月に 1 回ぐらいでも寄って勉強しよりましたかね。

精神的な面が主でしたですね。岡田茂吉先生のあの基本

的なことは教えてもらいましたがですね。」と述懐して

いる。食と健康に関する自主的な勉強から講習の受講を

経て，さらに自然農法に関する講習を受けるまでの過程

は，結果的に Cの自然観や人生観などスピリチュアルな

面の変容を招くことになる。もし，この過程を経なけれ

ば，Cが有機農業を実施することはなかったと推測され

る。自然農法の講習を受けた結果，「自然界は大事にして

最高の土の力で最高のものを作る。」ことを意識するよ

うになったと本人は述べている。スピリチュアルな面の

変容を経験した C は自然農法の講師がサポートしてい

た有機農業グループ（後の文化事業団の普及会）に入会

する。もし，入会していなければ，有機農業を行う仲間

との情報交流がなく，問題を抱えやすくなり，自分なり

の特別な達成感を得ることはなかったと推測される。A

および Bも取り組んだ雑草対策では，まず紙マルチを導

入したが，この際には長女が多大な貢献をした。また，

紙マルチは大面積で不向きなため，アイガモ農法も導入

して併用した。アイガモ農法の導入にあたっては先進地

へ視察に行くなど積極的な情報収集を行った。このよう

にして有機農業での水稲栽培を確立したところ，新聞や

テレビなど多くのマスコミに取り上げられるようになっ

た。このことから，地元の小学校で米作りの授業をする

ようになり，その数年後に長男夫婦が後継者になる。そ

して，生産した米が天皇陛下への献上米になるという農

家としての栄誉を得た。その次の年から直接販売の消費

者から購入した米を食べたことによる疾病改善の声が届

くようになる。そして，Cはこの時点で自分なりの達成

感を得ることになる。その後，次女も有機農業の後継者

になることを決心する。すなわち，長男夫婦と合わせて

長女にも有機農業を継承したことになる。

なお，Cの径路を時期区分で見ると，地元の町役場の

職員となるまでの「自営農のための経験」，水田作業の受

託をするまでの「積極的な営農」，食と健康に関する講習

を受けるまでの「食と健康についての学び」，小学校で

米作りの授業をするまでの「思想を伴った有機農業の実

践」，後継者が生まれるとともに消費者からの疾病改善

の声が届いた「消費者の評価／後継者作り」の 5期に分

けることができた。

（5）3名の径路の要約と統合

面接調査対象者 3名の TEM図の径路における相違経

験と必須通過点を含む共通経験を分かりやすくするため

に，3 名の径路を要約および統合した図 4 を作成した。

この図により 3 名の径路を要約すると，次のようにな

る。まず，Aは工業高校卒業後，大阪の企業に就職する

が，配属先が自然環境の悪さを感じていた東京であった

ため不満を感じる。Bは農業高校を卒業する。Cは農業

高校卒業後，農業試験場の研修を受け，農業高校の教員

および町役場の営農担当職員を経験する。そして，3名

は「家業を継いで就農する」という最初の共通経験（以

下，共通経験 1）を通過する。その後，経路は再び別れ，

Aは残留農薬への問題意識を持ち，減農薬栽培から無農

薬栽培を経て，地元地域で有機農業普及活動を進める。

Bは将来的な経営の安定を見越して有機農産物取扱企業

から依頼された作目を栽培する。Cは需要に応じた営農

に取り組む傍ら農作業の受託にも取り組んだところ，肝

臓疾患となり，そのことを契機として食と健康の関係に

ついて，自己学習や講習を受講する。その後の 3名の径

路はおおむね共通しており，3つの共通経験を順に通過

する。それらはすなわち，「自然観や人間観などスピリ

チュアルな面が変容するような自己学習や講習の受講を

経て，思想性のある有機農業を実践する」（以下，共通経

験 2），「消費者から疾病改善の声が届き，自分なりの有

機農業の達成感を得る」（以下，共通経験 3）および「子

どもが後継者となり，次世代へ有機農業を継承する」（以

下，共通経験 4）というものである。

（6）4つの共通経験の意味合い

面接対象者 3名に見出された 4つの共通経験のそれぞ

れの意味付けは次のようになると思われる。

共通経験 1 の意味としては，農業を家業とする家に
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図 4　 3名の径路の要約統合図
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図4 3名の径路の要約統合図
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生まれ育った優位性が挙げられる。これは，特に芸道に

おける世襲や内弟子の優位性（生田，2007）に相当する

ものと思われる。農業を家業とする家で生まれ育つこと

で，その環境から，言語化できない経験知である様々な

暗黙知（Polanyi, 1967）を獲得することにつながると考

えられる。一方，学童期の農業体験が就農の動機づけと

なるとの報告もある（肥田野・平泉，2012）。

共通経験 2の意味としては，思想や哲学面から有機農

業の実践を熟考することにより，実践の意志が揺らぎな

いものとなるとともに，技術の方向性がその思想や哲学

面に沿ったものになることが考えられる。3名の面接対

象者は政木和三や岡田茂吉などのスピリチュアルな思想

および哲学を学習した（図 1，図 2 および図 3）。それ

は変容的学習（Mezirow, 2010; Mezirow, 2012; Taylor,

2000）のようなものであったと推察できる。ただし，対

象者が経験したのは，農家としての日々の実感とスピリ

チュアルな学習が相互作用して醸成された感覚というべ

きかもしれない。谷口（2023a）は，有機農業との出会い

は人間と自然の関係に関する価値観を変える可能性があ

り，それには自分の世界観や人生観が変わってしまう深

いレベルまでいくつもの層があることを指摘している。

一方，変容が生じた年齢に注目すると，3名の対象者の

年齢は 60代後半～ 80代後半と異なるにもかかわらず，

この共通経験に含まれる必須通過点での年齢が 50 代前

半と揃っている（図 1，図 2 および図 3）。この年齢は

言わば臨界期のようなものにあたるのかも知れない。な

お，ここで用いている「スピリチュアル」という語は，

本調査において対象者から発話されたわけではないが，

政木和三（政木，1996）や岡田茂吉（世界救世教，1994）

の思想および哲学は，WHOで検討されたスピリチュア

リティの内容（表 2）に親和性があり，対象者らはそれ

らに影響を受けていることが推測される。よって本調査

では「スピリチュアル」という語を用いることが適当と

判断した。

共通経験 3の意味としては，自分の生業が他者を助け

ているという実感が，生産者のやりがいを惹起している

ことが考えられる。中塚（2016）は，化学合成農薬や化

学肥料の使用量を通常の半分以下で栽培された農産物の

生産者は，消費者から農産物に対する賞賛の声が届くこ

とを何よりも嬉しく思い，これからもこのような農産物

の生産および出荷をしたいと思わずにはいられないとい

う東大阪市の事例を報告している。3人の面接調査対象

者は共に消費者への直接販売を行っており，消費者から

の農産物に対する声が届きやすい環境にあると言える。

しかし，そうでない生産者であっても，道の駅やマル

シェなどに出店することによって，そうした機会は得ら

れるであろう。

共通経験 4の意味としては，本人の長年の取り組みを

身近に観察してきた子が有機農業の価値を高く評価して

いることが考えられる。営農の基盤となる経営面につい
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表 2　WHOのスピリチュアリティに含まれる領域

4領域 18下位領域
①親切、利⼰的でないこと。
②周囲の⼈を受容すること。
③許すこと。
④⽣きていく上での規範。
⑤信念や儀礼を⾏う⾃由。
⑥信仰。
⑦希望、楽観主義。
⑧畏敬の念。
⑨内的な強さ。
⑩⼈⽣を⾃分でコントロールすること。
⑪⼼の平穏、安寧、和。
⑫⼈⽣の意味。
⑬絶対的存在との連帯感。
⑭統合性、⼀体感。
⑮諦念、愛着。
⑯死と死にゆくこと。
⑰無償の愛。

４．宗教に関する信仰 ⑱宗教に対する信仰。
（藤井・李・⽥崎・松⽥・中根, 2005)

１．個⼈的な⼈間関係

２．⽣きていく上での規範

３．超越性

て言えば，前述した消費者への直接販売や加工品の製造

といった工夫により，決して多いとは言えない単位面積

あたりの収穫量を補填して，安定化が図られている点は

評価に値するであろう。農業の後継者不足が問題となっ

ている現代日本においてこれは大変重要なことである。

ファミリービジネス研究の分野において，事業継承は最

も重要な問題とされている（Handler, 1994）。

調査 2 多数の生産者への質問紙調査

1　方法

（1）対象

文化事業団の 1,102名の有機農業生産者のうち，調査

2において面接調査を実施した 3名を除く 1,099名を調

査対象者とした。

（2）手続き

2023 年 6 月上旬に文化事業団から，調査対象者の氏

名および住所のリストを提供してもらい，同年 6 月 19

日に調査協力依頼文および調査説明文と質問が印刷され

た往復はがきを郵送した。回答済のはがきは，7月 7日

までに郵便ポストへ投函してもらうように依頼した。そ

の後，7月 24日まで回収を行った。

（3）質問内容

調査 1において 3名の熟達生産者に見出された 4つの

共通経験の核となる 4つの必須通過点の経験を問う質問

文を示し，「はい」か「いいえ」で回答してもらった。具

体的な質問文は，問 1「農家で生まれ育ちましたか？」，

問 2「自然農法の実践に関連して自然観や人間観が変わ

りましたか？」，問 3「あなたの農産物を食べた人の健康

状態が改善したという話を聞いたことがありますか？」

および問 4「自然農法を継ぐ意思を示しているお子さん

はいますか？」である。これらはそれぞれ必須通過点の

「家業を継ぐ」，「自然観や人間観などスピリチュアルな
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面が変容する」，「消費者から疾病改善の声が届く」およ

び「子ども（夫婦）が後継者になる」に対応する。なお，

「家業を継ぐ」に対応する質問文をそのまま「家業を継ぎ

ましたか？」という形にしなかったのは，兼業農家の場

合に回答者が戸惑うためである。本調査に回答している

のは農家であるので，問 1に「はい」と回答すれば，家

業を継いだこととした。また，問 2では「スピリチュア

ル」という語を除いているが，これは，高齢者が対象の

中心となる本調査において，高齢者には理解しづらいと

思われるこの語の使用を避けたためである。

その他属性として，「農業関係以外の仕事で収入を得

ていますか？」という質問（兼業率算出のため）に対し

て「はい」か「いいえ」で回答してもらい，さらに性別

と年齢について回答を得た。

（4）分析方法

返送されてきた質問紙からエクセルに入力したデータ

を分析対象とした。まず，問 1 から問 4 の各質問につ

いて「はい」と回答した生産者の割合，次いでこれらの

すべてに「はい」と回答した生産者の割合を算出した。

また，質問項目間の因果関係の有無を確認するため，フ

リーウェアソフトの R4.3.1 を用いてアソシエーション

分析を行った（秋光，2016）。

2　結果および考察

（1）回収率と回答者の属性

7 月 24 日までに 562 名から有効回答があった。宛先

不備による返送は 22名，無効回答は 62名であった。郵

送枚数から宛先不備による返送数を差し引いた値と有効

回答数から算出した有効回答の回収率は 52.2 ％であっ

た。なお，属性に関する質問も含めて 1問でも回答され

ていなかった場合も無効回答とした。

有効回答者の属性は，性別が男性 76.5 ％および女性

23.5％，平均年齢±標準偏差が 69.3 ± 12.3歳，最低年齢

が 31歳，最高年齢が 98歳，兼業率が 53.9％であった。

（2）単純集計

問 1から問 4に「はい」と回答した生産者の割合を図

5に示す。「はい」と回答した生産者が最も多かった質問

は問 2「自然農法の実施に関連して自然観や人間観が変

わりましたか？」で，85.4 ％の生産者が当てはまった。

このことから，意外にも有機農業を実践している生産者

は高い割合で自然観や人生観の変容を経験していること

がわかる。次いで問 1「農家で生まれ育ちましたか？」

が 74.2 ％，問 3「あなたの農産物を食べた人の健康状

態が改善したという話を聞いたことがありますか？」が

図 5　熟達生産者の必須通過点に対応する質問に「はい」と回答した生産者の割合
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64.4％であった。それらに対し，問 4「自然農法を継ぐ

意思を示しているお子さんはいますか？」では 25.4 ％

と大幅に少なく，後継者確保が喫緊の課題であることが

わかった。一方，以上 4つの質問すべてに「はい」と回

答した生産者は 16.0 ％であったが，これらの人は本研

究において面接した熟達者に近い状態になっている可能

性がある。

（3）アソシエーション分析

問 1から問 4への回答についてのアソシエーション分

析結果を表 3 に示す。支持度 0.1 以上および信頼度 0.8

以上（デフォルト値）のアソシエーションルールを抽出

した。トランザクションは 562である。その結果，14の

アソシエーションルールが抽出できた。しかしながら，

リフト値は最も高いルール（条件部が問 1，問 2および

問 4で結論部が問 3）でも 1.28しかなく，各質問項目間

に顕著な因果関係は無く，概ねそれぞれ独立していると

判断した。

総合考察

本研究では，まず一定の手続きを経て選抜された 3名

の有機農業熟達生産者への面接調査を行い，高校を卒

業してから現在に至るまでの径路を TEM で解析した。

その結果，必須通過点を含む 4 つの共通経験を見出し

た。次いで，多数の有機農業生産者に対し上述の必須通

過点に対応する経験の有無を尋ねる質問紙調査を実施し

た。その結果，有機農業を継ぐ意思を示した子がいる生

産者が 25.4 ％しかいないことが明らかになった。この

ことは今後の有機農業の普及において，生産者に後継者

がいるか否かを一つの目安とする必要があることを示唆

している。一般的な農業において後継者が付くことの条

件は，経営継承の予定者である子弟が経営感覚の優れた

経営者になるための手法が存在する事と言われているが

（斎藤，2004），有機農業ではそのような経営面だけに

留まらない要素があると考えられる。谷口（2023b）は，

「有機農業が広がるというのは，単に農業の技術が確立

するとか，高く売れるという経済の理由だけでは説明で

きない。」と述べている。本研究におけるその点につい

てのヒントとしては，面接調査における Aの発話「喜ん

で，楽しみながら農家やってないと，跡は誰も付きませ

んよ。楽しくてしょうがないっていうのは，自然栽培で

ないとそうならないですね。」（図 1）が挙げられる。面接

者である著者の主観であるが，確かに面接調査を行った

その他 2名の対象者（Bおよび C）も,喜んで，楽しみな

がら有機農業を営んでいる様子が伺えた。そのためか 3

回の面接の中で愚痴や不満は一切出なかった。また，殊

更苦労したという様子も見せなかった。彼らの有機農業

は決して単位面積あたりの収穫量が多いわけではなく，

多大な利益が挙がっているわけではない。しかし，彼ら

表 3　熟達者生産者の必須通過点に関する回答についてのアソシエーション分析結果

条件部 結論部 ⽀持度 信頼度 リフト値 該当数
全体 ⇒ 問２ 0.85 0.85 1.00 480
問４ ⇒ 問１ 0.21 0.82 1.10 117
問４ ⇒ 問２ 0.24 0.94 1.10 134
問３ ⇒ 問２ 0.59 0.91 1.07 331
問１ ⇒ 問２ 0.65 0.87 1.02 364
問３，問４ ⇒ 問１ 0.16 0.81 1.10 91
問３，問４ ⇒ 問２ 0.20 0.98 1.15 110
問２，問４ ⇒ 問３ 0.20 0.82 1.27 110
問１，問４ ⇒ 問２ 0.19 0.93 1.09 109
問２，問４ ⇒ 問１ 0.19 0.81 1.10 109
問１，問３ ⇒ 問２ 0.44 0.92 1.08 247
問１，問３，問４ ⇒ 問２ 0.16 0.99 1.16 90
問２，問３，問４ ⇒ 問１ 0.16 0.82 1.10 90
問１，問２，問４ ⇒ 問３ 0.16 0.83 1.28 90
問1〜4の内容は図5を参照．項⽬数は4およびトランザクション数は
562．⽀持度0.1以上および信頼度0.8以上のアソシエーションルール
を抽出．
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の後継者は，いずれも有機農業に対して非常に意欲的で

あるという。有機農業の熟達生産者を育成するポイント

は，如何にして喜びや楽しみが感じられるような状態に

至るかということになろう。

そのような状態に至る目安として，ここでマズローの

人間の動機づけに関する理論を挙げる。マズローは基本

的欲求説において，優先度の高い欲求から順に，「生理

的欲求」，「安全の欲求」，「所属と愛の欲求」，「承認の欲

求」および「自己実現の欲求」の 5つを唱え，さらに最

後の「自己実現の欲求」については，至高経験が伴わな

い場合を「超越的でない（非超越的）自己実現」，至高経

験を伴う場合を「超越的な自己実現」としている。そし

てこの「超越的な自己実現」に至ると，純粋の喜び，幸

福および感謝が得られるという（Maslow, 1968; 1970;

1971）。ここで至高経験とは，宗教的経験，神秘的経験

あるいは超越的経験を世俗化したものと定義されている

（Maslow, 1964）。

このマズローの基本的欲求と調査 1の 3名の面接対象

者の熟達プロセスとの対応例を図 6に示す。まず「生理

的欲求」および「安全の欲求」については，3名とも経

営が成立することで満たされている。次いで「所属と愛

の欲求」については，3名とも家族の理解と協力がある

ことと，有機農業グループに入会することで満たされて

いる。なお，経営が成立することと家族の理解と協力が

あることは，すべての TEM図（図 1～ 3）に記載され

ているわけではないが，熟達プロセスの内容から自明の

ことと言えよう。さらに「承認の欲求」については，A

が JA水稲部会長へ就任する，Bが米の食味コンクール

で受賞する，Cが米が天皇陛下へ献上されることで満た

されている。最後に「超越的な自己実現」については，

3名とも自然観や人間観などスピリチュアルな面が変容

し，そして消費者からの疾病改善の声が届くことで満た

されている。この「超越的な自己実現」の結果，各人に

「純粋の喜び」，「幸福」および「感謝」が生じる。3名の

面接対象者とも，子が後継者になっていることは，これ

らの感情を子が感じ取ったことが少なからず関係してい

ると推測する。今後は，多くの個々の有機農業生産者に

おいて，マズローの各基本的欲求が満たされているか否

かを見定めることが，熟達者の育成およびその後継者の

確保を推進する上で参考になるかもしれない。

最後に，本研究の限界について述べる。本研究の面接

調査では，対象者が高齢であることと，かなり以前の事

を聞いていることから，「自然観や人間観などスピリチュ

アルな面が変容する」という必須通過点について，その

詳細な心の変化を聞き取ることができなかった。もし，

これができていれば，TEA（複線経路等至性アプロー

チ）の要素となる TLMG（発生の三層モデル）が提示で

きたと思われる。また，偶然ではあるが，面接調査の対

象者は 3 名とも水稲を主作目とする稲作農家となった。

畑作，野菜，果樹，茶樹および花卉といった他の耕種で

の面接調査の知見は今後の課題である。

図 6　マズローの基本的欲求と面接対象者（A，Bおよび C）の熟達プロセスとの対応例
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感謝

純粋の喜び ・自然観や人間観などスピリチュアルな面が変
容する（全員）
・消費者からの疾病改善の声が届く（全員）

・JA水稲部会長へ就任する（A）
・米の食味コンクールで受賞する（B）
・米が天皇陛下へ献上される（C）

・家族の理解や協力がある（全員）
・有機農業グループに入会する（全員）

・経営が成立する（全員）

幸福

点線枠の熟達プロセス以外はMaslow (1968; 1970; 1971)の記述から著者が作成．
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Willer, H., Trávńıček, J., & Schlatter, B. (Eds.)

(2025) The world of organic agriculture. Statis-

tics and emerging trends 2025. FiBL-IFORM

report. Research institute of organic agricul-

ture (FiBL), Frick, and IFORM—organics in-

ternational, Bonn. https://www.fibl.org/en/

shop-en/1797-organic-world-2025（情報取得

2025/10/21）

山浦晴男（2012）質的統合法入門—考え方と手順．医学

書院．

安田裕子（2023）採録オンライン講習会 TEA 基礎編．

サトウタツヤ・安田裕子（監修），カタログ TEA—

図で響き合う（第 10章，pp. 91–99）．新曜社．

安田裕子・サトウタツヤ（編著）（2012）TEMでわかる

人生の経路—質的研究の新展開．誠信書房．

安田裕子・サトウタツヤ（編著）（2017）TEMでひろが

る社会実装—ライフの充実を支援する．誠信書房．

発行：TEA と質的探究学会

Japanese Association of TEA for Qualitative Inquiry

https://jatq.jp/index.html

編集・制作協力：特定非営利活動法人 ratik

https://ratik.org

40

https://sdgs.un.org/
https://www.fibl.org/en/shop-en/1663-organic-world-2015
https://www.fibl.org/en/shop-en/1663-organic-world-2015
https://www.fibl.org/en/shop-en/1797-organic-world-2025
https://www.fibl.org/en/shop-en/1797-organic-world-2025
https://jatq.jp/index.html
https://ratik.org

